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日本共産党国会議員団と懇談
｢改革｣の名の公共サービス破壊を阻止する共同を
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「もうひとつの日本」闘争本部事務局は、2月14日に国会内で日本共産党の吉井英勝、塩川鉄也両衆議院議員との懇談を行いました。懇談会では、まず吉井議員が国会情勢について報告。この間の国会論戦を通じた政治の「潮目」の変化を強調。2月10日に閣議決定された｢市場化テスト法案｣については、｢官から民へ｣と公共サービスを民間営利企業に丸投げするものと指摘。法案名称が｢競争の導入による公共サービスの改革に関する法律案｣と、またぞろ｢改革｣の名で国民をだまそうとしている、と批判しました。
西川副闘争本部長は、｢もうひとつの日本｣闘争本部を立ちあげた経緯を説明し、内外からの｢期待が大きい｣と報告。地域を主戦場に、国民への宣伝・対話を強めるとともに、すべての自治体への申し入れを行い、共同のとりくみを進めたいと話しました。
塩川議員は、攻勢的な闘争本部の立ち上げに｢心強い｣と感想を述べ、｢小さな政府｣に対して、公務の持つ意味や役割発揮を対置していく必要性を強調しました。
懇談では、90年代からイデオロギー攻撃として｢規制緩和｣が仕掛けられてきたが、それが破綻していること、公務員に対する国民の不信があるもとで共同をどうつくっていくのか、地方での公共サービス切捨てと反撃の実態、などを交流。国会論戦でも、｢公務・公共サービスへの国民の思いを汲み取った論戦をめざしたい｣など今後の取り組みについても率直な意見交換を行いました。
大阪公務共闘が府下でのキャラバン宣伝を実施
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大阪公務共闘は2月15日（水）、「小さな政府は国民に大き
な負担」などを訴える府下キャラバン宣伝行動を実施。自治労
連・大阪国公・大教組の宣伝カーが府下をかけめぐりました。
　｢国や自治体は住民が安心できる暮らしを支え、支援する責

任と役割がある」との訴えが共感を広げました。

午後には雨となったものの、各駅頭などの宣伝では足を止め
て聞く人もおり、高齢の男性からは「いい話で、まったくその通り。
生活が年々大変になっている」との声も寄せられました。
2月総行動を成功させ、

｢もうひとつの日本｣めざす全国キャラバン行動に弾みを
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闘争本部事務局からのお願い☆


　地域総行動のとりくみについて、宣伝行動や要請行動など組合員の皆さんが奮闘する写真と原稿を闘争本部あてに送ってください。よろしくお願いします。





国民の変化に対応した宣伝を





　小泉｢構造改革｣のもとで、暮らしが切り縮められ、地域経済の疲弊が深刻になっています。政府がいくら｢景気回復｣を唱えても実感できない状況が広がっています。マスコミの世論調査でも、格差の拡大に対する国民の不安と批判が明らかになり、｢小さな政府｣への疑問も生まれています。


　全労連が提起する地域総行動で、地域に打って出て、国民との対話をかつてなく広げることが重要です。


　闘争本部では、宣伝用の横断幕とのぼり旗を地方・地域労連分作成し送付しました。ご活用ください。





大阪春闘共闘・大阪労連ビラ
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